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2022年を振り返る
　占冠村120年の記念すべき節目の年だった2022年。いまだ
コロナ禍は続いているものの、村民スポレクやふるさと祭り、
アスペン中学生の受け入れや総合文化祭など、『３年ぶり』
に数多くの村の恒例行事を実施することができました。
　また、村120年を祝して、20年前に村民の皆さんからお預
かりした品々をお返しする「タイムカプセル開封式」、美し
い自然環境を次世代に引き継ぐための「記念植樹」といった
セレモニーも開催されるなど、コロナ流行前の活気が戻りつ
つあった１年となりました。
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２
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司
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追
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２
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SC
コミュニティ・スクール

議会
村内中学生・後期課程生が村内中学生・後期課程生が
　村の廃棄物処理について提言　村の廃棄物処理について提言

10
17 月

一般廃棄物最終処分場を訪問
　現地では、施設管理者からごみの減量化につい
て説明を受けた後、処分されているごみの現状を
見学しました。本来、この場所には埋立ごみしか
持ち込まれてはいけないにも関わらず、分別され
ないまま捨てられた生ごみやプラスチックごみ等
が混入している状況が見受けられ、周辺には悪臭
が漂い、ごみの堆積状況からも「このままでは残
り12年も持たないのでは？」と不安の声も。

主な発表内容主な発表内容

発表内容をグループごとに議論
　５つのグループに分かれ、最終処分場での見学
をもとに村のごみ処理に関する課題や解決方法等
について議論を交わし、CS議会で発表する内容
をまとめました。また、議員も各グループにオブ
ザーバーという立場で参加し、環境問題やSDGs
の目達達成にも目を向けながら、生徒たちと一緒
に自然豊かで美しい占冠を次世代へとつなぐため
の取り組みについて深掘りしました。

10
28 金

11
４ 金

第５回CS議会が開催
　いよいよCS議会がスタート。当日は、本当の
議会さながら緊張感漂う厳粛な雰囲気の中で進行
しましたが、生徒たちは議員役として堂々とした
態度で発表を行い、質疑の場面では村の取り組み
に関して積極的に質問する様子も見られました。
　村が抱える課題の解決に向け、生徒の皆さんか
らいただいた政策提言や、自分たち自身で取り組
みたいと提案してくれた意見を大切にして、今後
のむらづくりの施策にも生かしていきます。

　『ゼロカーボンシティ占冠』を宣言して以降、村民の皆さんには、環境に負荷の
かからない行動を“できることから”スタートすることについて、広報紙等で協力
を呼びかけてきました。
　今回CS議会のテーマとして取り上げた「ごみ問題」は、村がめざす脱炭素社会
の実現にも深く関わる内容ですので、生徒たちの取り組む姿から、いま一度、村の
ごみ事情についてご認識いただき、ごみの減量化や３Ｒ（リデュース・リユース・
リサイクル）活動の実践にご協力をお願いします！

ごみの減量化ごみの減量化  ににご協力くださいご協力ください！！

令和４年11月４日（金）、占冠中学校生徒およびトマム学校後期課程生が議員役となり、
村の将来について村議会議員と意見交換を行う『コミュニティ・スクール議会（CS議会）』
を総合センター議場にて開催。
スタートしてから５回目となる今回、同年６月に村が『ゼロカーボンシティ占冠』を宣言
したことを受け、「ゼロカーボンを意識した廃棄物処理について」をテーマに据え、村の
ごみ処理に関する課題や解決方法について考えました。
生徒たちは、事前学習として村の一般廃棄物最終処分場を訪問してごみ処理の現状を確認。
それを踏まえ、ごみ処理に関する課題の深掘りや解決方法について議論を交わし、村への
政策の提言や自分たち自身で取り組みたいことをまとめ、意見発表を行いました。
今回は、村の将来を真剣に考え、ごみの問題に向き合った生徒たちの様子をお届けします。

ゼロカーボン
を意識した廃棄物処理を考える

◎分別方法等の基準をわかりやすく周知
◎埋立ごみの袋の有料化・リサイクル可能なごみの袋の無料化
◎外国人にもわかりやすいシステム（ポスター・音声案内）の構築

◎物産館でフリーマーケットを実施して “リユース” を促進
◎リゾートと協働し、ごみの減量化を促進

◎住民・事業者向けにごみの分別に関する説明会を実施

議員も参加して議論議員も参加して議論 処分場でごみの様子を見学処分場でごみの様子を見学

厳粛な雰囲気の中で進行厳粛な雰囲気の中で進行

資料を投影してプレゼン発表資料を投影してプレゼン発表
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村
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術
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図
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ロ
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囲
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特
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絵
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３
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開
か
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会
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プ
ロ
が
描
い
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絵
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ご
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と
い
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ま
し
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。

　

来
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
と
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

占冠村総合占冠村総合

11月２日（水）、３日（木・祝）11月２日（水）、３日（木・祝）

令和４年度令和４年度

　10月22日（土）、占冠保育所の発表会が　10月22日（土）、占冠保育所の発表会が
開催されました。緊張もあった中、練習の成開催されました。緊張もあった中、練習の成
果を発揮して歌や踊りを元気いっぱいに披露果を発揮して歌や踊りを元気いっぱいに披露
してくれた園児たち。発表後は、どの子たちしてくれた園児たち。発表後は、どの子たち
も満足げな表情と笑顔を浮かべていました。も満足げな表情と笑顔を浮かべていました。

はっぴょょううかかいい
占冠保育所

　11月12日（土）、占冠中央小学校の学習
発表会が開催されました。ダンスや器楽演
奏、児童たちが意見を出し合って作り上げた
演劇など、テーマの通り一人一人が主人公と
なって発表を行いました。

占冠中央小学校学習発表会占冠中央小学校学習発表会

2022年12月号 2022年12月号
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村のできごと
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2022年12月号

　コミュニティプラザにて占冠村赤十字奉仕団による
ハイゼックス講習会が実施されました。この講習会は
奉仕団員の防災意識の向上や被災者支援の予行演習と
して例年実施されている炊き出し訓練です。
　今年は、コロナ禍でも円滑に対応することを意識し
ながら、ハイゼックス炊飯袋を活用して山菜ごはん、
カレー、スパゲッティの３種類を調理しました。

ハ コロナ禍での災害にも対応できるように

イゼックス講習会を実施

親
　親子ハロウィンが開催され、占冠保育所の園児たち
が魔女や動物、アニメのキャラクターなどに仮装して
村内を歩きました。途中、消防署・道の駅・保健福祉
センターに立ち寄り、行く先々で「トリック・オア・
トリート！」と元気いっぱいに叫んで、各施設の方か
らお菓子をもらいました。子どもたちの可愛らしい姿
に癒やされた方も多かったのではないでしょうか。

お菓子をくれなきゃイタズラしちゃうぞ！

子ハロウィンで仮装を披露

村
　村民フットサル大会が３ぶりに開催され、参加した
計５チームが白熱した試合を繰り広げました。
　コロナ禍のため集まって運動をする機会もなかなか
ありませんでしたが、久しぶりに大勢の人が集まった
大会に、大人も子どもも夢中になってボールを追いか
けながら汗を流し、スポーツの秋を存分に楽しむ姿が
見られました。

スポーツの秋に白熱した試合を！

民フットサルで親睦を深める

11
５ 土

フ
　「kids アートはるの木」とコラボして開催された自
主創造プログラム事業「秋のファミリーアート体験会」
に多くの子どもたちが参加しました。
　子どもたちは、筆だけでなく手や足もダイナミック
に使いながら自由な発想と感性で巨大な絵を描き上
げ、完成した大作は、11 月２日、３日に開催された
総合文化祭で展示されました。

ダイナミックな作品ができました

ァミリーアートで創造力を広げる

10
29 土

交 安全運転でお願いします！

通安全「旗の波運動」実施道
　YouTube やツイキャス（ライブ配信）でも大人気
のふみさんが、北海道楽器商組合ピアノアンバサダー
として道の駅自然体感しむかっぷに登場。約 30 分に
わたってピアノ演奏を披露し、お子さんのリクエスト
に応えてアニメ曲を弾く場面も。会場には村外からも
多くのファンが詰めかけ、ふみさんが奏でる素敵なメ
ロディーに聴衆は終始聴き入っていました。

人気ピアニストの「ふみ」さんが登場！

の駅でミニコンサート開催

10
22 土 

10
26 水 

10
28 金

　鈴木知事が道内の市町村を訪問し、地域の取り組み
について視察や懇談などを行う「なおみちカフェ」が
占冠保育所で開催されました。占冠産の木を使った施
設や薪ボイラー、地元事業者が製作した家具等につい
て説明し、地域おこし協力隊として保育所で勤務して
いる尾江隊員、大岩隊員を交え、協力隊としての活動
や子育て施策等について懇談しました。

な 鈴木直道北海道知事が占冠村を訪問

おみちカフェin占冠保育所

ト
　トマム学校にて「上川南部地区へき地複式教育研究
大会・占冠村へき地複式研究大会」が開催され、清水
教諭が前期課程５・６年生国語科（書写）、長瀨教諭
が後期課程８年生理科の公開授業を行いました。
　授業後の研究協議では、子どもたちの学びの質を高
めるための授業づくりに関して、参加した占冠３校や
南部地区の教職員による意見交流が行われました。

今後の授業づくりに生かすために

マム学校で教育研究大会開催

11
１ 火

　今回の清流大学では占冠中学校を訪問し、中学生と
の「ふれあい授業」が行われました。授業では英単語
しりとりや漢字クイズ、書道やビンゴゲームなどさま
ざまな活動を実施。生徒たちとたくさんコミュニケー
ションを取りながら、楽しそうに活動している様子が
見られました。来年こそは一緒に給食を食べることが
できれば良いですね。

11
11 金

11
17 木

ふ 清流大学×占冠中学校

れあい授業で中学生と交流

2022年12月号
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こんにちは

保健師です 問　住民課保健予防担当　☎　56‐2122

　虫歯や歯周病が悪化すると歯の喪失につながります。これは食生活に支障を来し、全身の健康に影響を与え
ます。日本では、50歳以降では２年に１本の歯が喪失し、60歳には20本以下、80歳以上の平均現在歯数は
４～６本と言われています。虫歯や歯周病の原因は、歯磨きが上手くできていないことの他にも、喫煙、甘味
食品・飲料の摂取頻度が多い等が考えられます。
　歯と口の健康を保つためには、若い頃から定期的な歯石除去、口腔検診等により早期に歯の治療につなげる
ことが大切です。まずは、自分の歯や口の中の健康がどのような状態であるのか確認するため、年に一度歯科
検診を受けてみましょう。
　高齢者の方にも歯科検診をお勧めします。検診では、入れ歯や歯茎の状態を確認する他に、口腔機能検査も
同時に受けられます。筋力が低下することで、かんだり、飲み込んだり、話をするための口腔機能が衰えてき
ますので、介護状態にならないためにも歯と口の健康にお気をつけください。

「歯科「歯科検検診」診」を受けましょう！を受けましょう！

生涯学習の窓窓 問　教育委員会社会教育担当　☎　56‐2183
教育・文化・スポーツのホットな情報をお届けします

「早「早寝寝早起き早起き朝朝ごはん」運動 ごはん」運動 に取り組みましょう！に取り組みましょう！

　睡眠時間や朝食の有無などの基本的な生活習慣は子どもの発育に大きく関係しています。子どもたちが毎日
を元気に楽しく過ごし、健やかに成長していくために、早寝早起きや朝にきちんとごはんを食べること、テレ
ビやテレビゲーム、スマホなどの電子メディアに触れる時間を減らして学習や運動を行うなどの基本的な生活
習慣を身に付けることがとても大切です。
　統計によると、北海道の子どもたちは、全国と比べて睡眠時間が短く、朝食を毎日食べる割合も低い一方で、
電子メディアに触れる時間は全国平均よりも多くなっています。電子メディアに触れる時間の一部を読書や家
庭学習、家族との団らんに当てるなど、健康的な生活を心掛け、望ましい生活習慣の定着をめざしましょう！
　そして何より、子どもに言う前にまず大人から！大人の皆さんもこれを機に自分の生活について振り返って
みませんか？子どもたちの生活リズムが乱れがちになる冬休み期間中に、家族みんなで「早寝早起き朝ごはん」
運動に積極的に取り組みましょう。

１．朝は日光を浴び、朝食を取りましょう！

２．適度な運動を習慣付けましょう！

３．お風呂は早めに入りましょう！

４．寝る直前は電子メディア（スマホ、ゲームなど）の利用を控えましょう！

５．「早寝早起き」で必要な睡眠時間を確保しましょう！

６．生活習慣を整えて、体内時計のリズムを保ちましょう！

  「早寝早起き朝ごはん」運動  「早寝早起き朝ごはん」運動

～いつまでも元気な歯で過ごすために～

 占冠村での歯科検診について 占冠村での歯科検診について

占冠村では、村に住民登録されている方を対象に無料の歯科検診を行っています。
１．成人歯科検診
　　対象：今年度末までに40歳、50歳、60歳、70歳になる方
　　内容：口腔内状況検査、歯周病検査、歯垢検査、口腔内健康指導等
２．後期高齢者歯科検診
　　対象：75歳以上の方
　　内容：歯・かみ合わせの状態、口腔衛生、口腔乾燥、歯周組織の状況等
３．予約
　　次のいずれかの歯科診療所に歯科検診の旨を伝え予約をしてください。
　　◯占冠村歯科診療所（月・火・木・金）☎　56‐2537　◯トマム歯科診療所（水曜日）☎　57‐2239

歯科検診についてご質問等があれば、
役場住民課保健予防担当(56-2122)

までお気軽にお問い合わせください。

ふるさと納税

返礼品として取り扱うためには、総務省が定める基準に適合する必要があります。
情報をいただければ、返礼品として取り扱いができるか確認した上で、運用ルールや必要な対応
についてご説明させていただきますので、詳しくは下記担当までお問い合わせください。

問　企画商工課企画担当　☎　56‐2124

募 集

ふるさと納税制度により、占冠村に寄付をされた方へ
進呈する“返礼品”を募集します。

 現　金 ２１，０００２１，０００ 円 円

問　福祉子育て支援課社会福祉担当　☎　56‐2125

１．福祉灯油等支給事業

　本村在住の非課税世帯で、以下の要件を満たす世帯に対し、冬期間における生活安定と福祉の増進を
図ることを目的とし、採暖用燃料（福祉灯油等）に係る費用の一部を支給します。

〈 要 件 〉〈 要 件 〉

２．占冠村住民生活支援事業

　国が行う『電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金事業』を活用し、上記の『福祉灯油等
支給事業』において対象と認定された世帯に対し、村内の商店等で使用できる商品券を支給します。

 商品券 商品券 ２６，０００２６，０００ 円分 円分

〈 申請方法 〉〈 申請方法 〉

以下のものを持参し、受付窓口までお越しください。

①申請書 ※別途全戸配布した案内チラシの裏面です　

②通　帳 ※昨年も受給し、かつ、同じ口座への振り込み
　　　　　　希望の方は不要です　

令和４年11月１日以降、引き続き村内に居住して
いる「令和４年度村民税の非課税世帯」。
ただし、次に該当する世帯は対象とはなりません。
①施設入所者・長期入院患者等で、基準日以降引き
　続き２か月以上不在の世帯
②生活保護世帯

〈 申請方法 〉〈 申請方法 〉

以下のものを持参し、受付窓口までお越しください。
①申請書 ※別途全戸配布した案内チラシの裏面です

※『福祉灯油等支給事業』と『占冠村住民生活支援事業』の申請は同時に受け付けます。
　詳しくは、別途全戸配布した案内チラシをご確認ください。

受付窓口受付窓口：：役場福祉子育て支援課（☎ 56‐2125）役場福祉子育て支援課（☎ 56‐2125）またはまたはトマム支所（☎ 57‐2160）トマム支所（☎ 57‐2160）
申請期限申請期限：：令和５年２月28日（火）令和５年２月28日（火）までまで

福祉灯油等支給・住民生活支援福祉灯油等支給・住民生活支援に関するご案内に関するご案内

募集する返礼品募集する返礼品

・・村内施設でのサービスが受けられる村内施設でのサービスが受けられる  宿泊券 宿泊券 や や 体験メニュー体験メニュー
・・村内で生産された村内で生産された  農林水産物 農林水産物 や製造されたや製造された  商品商品((加工品加工品))

などなど

返 礼 品
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占冠村の放射線量の状況（11月分）
測定日　令和４年11月８日（火）

【単位：マイクロシーベルト毎時】
測定場所 測定時間 天候 測定値

中央小学校グランド 15時44分 曇り 0.039
双民館グランド 14時56分 曇り 0.048
占冠地域交流館グランド 14時31分 曇り 0.051
占冠保育所グランド 15時20分 曇り 0.035
トマム学校グランド 13時42分 曇り 0.035
トマム保育所グランド 13時48分 曇り 0.040

※北海道の空間放射線量率モニタリング結果（上川総合振興
　局 0.021～0.098）と比較して平常レベルと判断されます。
　「北海道の空間放射線率モニタリング結果」は、下記のホ
　ームページで公開されています。
　『環境放射線測定結果【北海道立衛生研究所】』
　http://www.iph.pref.hokkaido.jp
問　総務課総務担当　☎　56‐2121

運転免許更新時講習会

■優良講習（30分）
　◎12月５日（月）　13時～

　◎12月15日（木）　13時～

■一般講習（１時間）
　◎12月５日（月）　14時～

　◎12月15日（木）　14時～

■違反講習（２時間）
　◎12月９日（金）　13時～

　◎12月19日（月）　13時～

※警察署等で更新手続きを終えていなけ
　れば、更新時講習は受講できません。

問　富良野警察署　☎　22‐0110

会場：富良野地域人材開発センター
　　　富良野市西麻町1番1号

村営住宅等入居者募集のご案内■入 居 資 格

　次の条件を満たす方が申し込むことができます。
　●占冠村にお住まいの方、村外から移住される方
　●月収が15万8000円以下の方
（例えば、給与収入者で扶養家族がある場合、源泉
徴収票の給与所得控除後の金額から同居扶養控除 
等の金額を引き、残りの額を12ヶ月で割った金額 
が15万8000円以下の方）
※敷金の納入が必要です。
※連帯保証人が２人必要です。
★入居者と同等以上の収入のある方

■家　　　　賃　�入居される世帯の収入等に応じて
決定されます。

■入居可能日　概ね１月16日（月）
■入 居 決 定　�入居者選考委員会の審査によりま

す。
■申込受付場所　建設課建築担当
　　　　　　　　トマム支所
■お問い合わせ　建設課建築担当　☎　56‐2172

募集団地 受付期限12月15日（木）

●中央地区　　９戸
　○中央団地　　　　１ＬＤＫ　１戸　
　　　　　　　　　　２ＬＤＫ　５戸
　○千歳団地　　　　３ＬＤＫ　１戸
　○第２千歳団地※　４ＬＤＫ　２戸
※第２千歳団地は所得基準が異なります。
　詳しくは建設課建築担当へお問い合わせください。

お知らせ
nfoｒmation

できていますか？暴風雪への備え

　上川・留萌地方では本格的な冬の季節を迎えまし
た。今回は、「暴風雪」についてお話をします。
　暴風雪に伴う被害には、暴風や視界不良（ホワイト
アウト）による歩行困難、吹きだまりによる交通障
害、暴風による飛散物での家屋等損壊、停電などがあ
り、北海道では毎年のように発生しています。特に平
成25年3月には、道東地方を中心として発生した暴風
雪により９人が亡くなり、500台以上の車が立ち往生
するなど大きな災害となりました。
　気象台では、暴風雪が予想されるときに暴風雪警報
を発表し、広範囲に災害が予想されるときには「数年
に一度の猛ふぶき、外出を控えてください。」のキー
ワードを用いた気象情報を発表して、暴風雪に対する
厳重な警戒を呼びかけます。このキーワードを用いる
場合は、２～３日前から段階的な防災気象情報を発表
します。また、旭川地方気象台と旭川・留萌開発建設
部と共同で暴風雪に対する緊急発表を行うなど、暴風
雪に対してより一層の注意・警戒への喚起を行います。
　暴風雪災害は、晴天から荒れた天気へ急変したとき
に特に多く発生しています。暴風雪警報が発表された
ときは、今の天気が良くても油断することなく、最新
の気象情報や道路情報などを事前に確認しましょう。
　いつ暴風雪になっても安全に過ごすため、日頃から
家では停電に備える、車で外出するときなどは車が立
ち往生することに備えるなど、あらかじめ必要な物を
考えて準備しておきましょう。
問　旭川地方気象台　☎　0166‐32‐7102
　　旭川地方気象台ホームページアドレス
　　 https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html

林業退職金共済制度（林退共）
                  へ加入しませんか？

　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のた
めに国が作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が従事者の働いた日数に
応じて掛け金となる共済証紙を共済手帳に貼り、その
従事者が林業界を辞めたときに林退共から退職金を支
払うという、いわば林業界全体の退職金制度です。

◯掛け金は、税法上について、法人では損金、個人
　企業では必要経費となります。
◯掛け金の一部を国が免除します。
◯雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算し
　て計算されます。

事業主の皆さまへ
・共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付してくだ
　さい。
・共済手帳を所持している従事者が林業界を引退す
　るときは、忘れずに退職金を請求するよう指導し
　てください。
問　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　　林業退職金共済事業本部
〒　170‐8055
　　東京都豊島区東池袋１-24-２　ニッセイ池袋ビル
☎　03‐6731‐2889　FAX　03‐6731‐2890
※ホームページでもご案内しています。
　https://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
※右記のQRコードからも
　ご確認いただけます。

　令和４年分の所得税および復興特別所得税の還付申
告の受け付けが令和５年１月から始まります。
　税務署では、来署せずに、自宅等から申告手続きが
完了する「スマホ申告」を推進していますので、簡単
便利な「スマホ申告」をぜひご利用ください。

問　富良野税務署　☎　22‐2144

【手続きの詳細】
右記の国税庁ホームページ
QRコードから

確定申告についてのお知らせ

冬の節電プログラムに参加しませんか？

富良野緑峰高校農業特別専攻科
　　　　　　入学生募集のお知らせ

　自家の農業に従事しながら専門的知識と技術を学び
たい方を募集しています。
修業年数　２年間
受付期間　
　〈１次〉令和５年１月10日（火）～１月20日（金）正午
　〈２次〉令和５年２月13日（月）～３月17日（金）正午
検  査  日 
　〈１次〉令和５年１月31日（火）
　〈２次〉令和５年３月27日（月）
問　富良野緑峰高等学校　農業特別専攻科
☎　22‐2594（FAX番号も同じ）
　　メール　furanoryokuho-z0@hokkaido-c.ed.jp

令和５年

占冠村二十歳を祝うつどいのお知らせ

　20歳の輝かしい未来への旅立ちを祝して、「占冠村
二十歳を祝うつどい」（旧成人式）を開催します。
　進学や就職で村外に住民票を移している方も参加で
きますので、該当の方、同級生など、皆さまにお声掛
けください。

日　時　令和５年１月７日（土）　14時～17時
場　所　占冠村コミュニティプラザ
該当者　平成14年(2002年)４月２日から
　　　　平成15年(2003年)４月１日までに生まれた方

問　教育委員会社会教育担当　☎　56‐2183

※新型コロナウイルス感染症の状況によって、内容等
　に変更が生じる可能性があります。

　北海道電力㈱では「ほくでん冬の節電プログラム」
を実施しています。
　エネモールポイント会員（新規加入可）でエントリ
ーいただいた方に特典（参加および節電達成）を用意
しておりますので、ぜひご参加ください。

申込期限　令和４年12月31日（土）まで
　　　　　※高圧、特別高圧をご契約の方は12月16日
　　　　　　（金）まで 

問　ほくでんお客さま相談センター　
☎　0120‐956‐688

【登録の詳細】
上記申込期限までに、右記QRコード
からご登録ください。

●トマム地区夫婦世帯向け村有住宅
　３ＬＤＫ　１戸
※こちらの住宅は入居基準、入居可能日が異なります。
　詳しくは建設課建築担当へお問い合わせください。
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こちら駐在所です 問　占冠駐在所
☎　56‐2110

飲酒運転の根絶飲酒運転の根絶

野生動物対策の状況 問　農林課林業振興室
　野生鳥獣専門員
☎　56‐2174

エゾシカ

ヒグマ

　シカたちの繁殖期は概ね終わり、山は静かになっ

てきました。地域によっては南へ、あるいは北から

の季節移動もあるものとみられます。村内の生息密

度の増減を調べた調査

では、今期も高い数値

が示されました（右図）。

引き続き捕獲を進めて

いきます。

　なお、10月の駆除捕

獲は38頭、４月からの

累計は340頭で、ともに

昨年度並みです。

　今年の秋も、ミズナラのドングリが比較的に少な

いことによる人里での行動の増加を懸念していまし

たが、11月中旬までのところ、村内では散発的な出

現が見られるのみで、特段に心配な状況は見受られ

ていません。このまま静かに冬ごもりに入ってほし

いところです。

　昨年の秋に開始された酪農学園大学による電波追

跡調査は、今年の８月に一旦終了した後、10月28日

　今期も10月からシカ猟希望者への対応を開始し、

11月半ばまでに９回、合計13日間の利用がありまし

た。村のガイドが毎回付いて行き、安全性を確認し

つつ実施しております。

　また、北海道による人材育

成事業「エゾシカ捕獲実践研

修」も２回、合計４日間開催

し、道内各地の捕獲従事者７

人が受講しました。今後も安

全、安心な捕獲の普及に向け

て取り組んでいきます。

に新たな個体の生け捕りに成功

し、再び１年間の追跡に挑戦し

ています。今のところ字占冠の

道道の北側の山林内におり、ま

ずはいつどこで冬眠するのかが

注目されます。

コミュニティ・スクール情報
～占冠中学校～地域とともに

　９月10日、「ぼくらの声は　村に共鳴する！！」のスローガンの
もと、第７６回学校祭を開催しました。学校として感染防止対策等
に配慮しながら、保護者の皆さまだけでなく、とまーるの方や小学
６年生、また来賓にも声をお掛けしての実施となりました。生徒は、
作文発表や学年創作活動で、個々や学年で創意工夫を凝らしながら、
主体的に活動しました。また、全校合唱では、合唱用の感染症対策
を踏まえてマスクなしでの合唱にすることができ、生徒が心を一つ
に取り組む姿を披露することができました。

コロナ禍を乗り越えてコロナ禍を乗り越えて

　飲酒運転は、悪質、危険な犯罪です。飲酒は安全
運転に必要な情報処理能力、注意力、判断能力を低
下させ、運転に大きな影響を及ぼし、重大事故につ
ながる可能性を高めます。皆さん一人一人が「飲酒
運転をしない、させない、許さない、そして見逃さ
ない」ことを強く意識して、社会全体で飲酒運転を
根絶する気運を醸成しましよう。
　また、二日酔いでの運転も「飲酒運転」となりま
す。飲酒した翌日に運転する場合は、身体にアルコ
ールが残っていないかしっかり確認しましょう。

～乗るのなら　しっかりお酒と　ディスタンス~～乗るのなら　しっかりお酒と　ディスタンス~

　10月には、ふるさと教育推進授業やCS議会の取り組みで、村の環境問題に向き
合いました。北大の先生の講話や最終処分場の視察、議員の方とのグループワーク
を通して考えを深めました。さらに、村のホームステイ事業でアスペンの中学生を
受け入れ、学校訪問では異文化交流として充実した時間を過ごすことができました。
　生徒にとって行事の続く忙しい時期となりましたが、貴重な経験の連続でもあり
ました。その生徒の活動を支えている保護者の皆さま、そして地域の方々のご理解、
ご協力に対して、感謝の念に堪えません。
　今後、中学校の生徒数も減少し、来年度実施予定の合同運動会をはじめ、学校行
事の課題について一つずつ解決していかなければならない時期が来ています。感染
防止対策を継続しつつ、生徒が生き生きと活動できる学校づくりに取り組んでいき
たいと考えています。

問　教育委員会学校教育担当　☎　56‐2182

占冠村猟区の入猟対応について

　飲酒運転は、運転者だけでなく、運転者以外の人
にも重い処罰があることを知っていますか。
　車を運転する恐れのある人にお酒を提供したり、
お酒を飲んでいる人に車を提供したり、飲酒運転の

　ハンドルキーパー運動とは、仲間と車で飲食店に
行く場合、あらかじめお酒を飲まない人（ハンドル
キーパー）を決め、その人が仲間を送り届けること
です。
　お酒を提供するお店の方は、「お客さんが車で来
店していないか」、「車で来店している場合は、ハン
ドルキーパーが誰なのか」を確認して、飲酒運転を
防止しましょう。

車に同乗した場合は、飲酒運転と同様の処罰対象に
なります。

 飲酒運転は悪質な犯罪！

 飲酒運転は、運転者以外も処罰の対象！

 「ハンドルキーパー運動」で飲酒運転を防止！

占冠中学校訪問（アスペン）

ふるさと教育推進授業

学校祭集合写真

家庭内での事故防止について家庭内での事故防止について
　2022年もあとわずかとなり、年末年始の準備に入る方も多いのではないでし
ょうか。実家に帰省したり、子どもや孫が遊びに来る機会も増えると思いますが、
普段子どものいない環境の家には子どもにとって危険な要因が数多く存在してい
るものです。そこで、今月号では子どもの事故発生事例ランキングを掲載します
ので、今一度ご注意いただき、火事や事故のない年末年始を過ごしましょう。

纏
まとい

消 防 瓦 版
火災・救急・救助  1 19 No.410

問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56‐2119

※瓦版についてご意見や取り上げてほしい内容のある方は消防までお願いします。

 子どもの事故発生事例ランキング

１位　ころぶ・・・慣れない家の段差、濡れた床など【足元にも気配りを！】
２位　おちる・・・階段や窓、ベランダなど【子どもはとにかくのぼりたい！】
３位　たべる・・・タバコ、薬、電池など【手の届かないところに移動！】
４位　ひっかける・・・カーテンのひもなど【ひも付きの物は外すか届かない位置に！】
５位　ぶつかる・・・机やテーブルの角など【コーナーガード等でけがの防止を！】
６位　やけど・・・アイロン、ボイラー、やかんなど【子どもが近づかないように！】
７位　はさむ・・・窓、ドア、引き出しなど【危険な箇所は鍵をかける！】
８位　きる・・・包丁、カッター、カミソリなど【子どもが触れない場所に保管！】
９位　ささる・・・ペン、歯ブラシ、ヘアピンなど【整理整頓を心掛ける！】
10位　おぼれる・・・お風呂場、バケツなど【水深が浅くても溺れます！】　

救急出場状況
（10月分）

一般負傷　　２件( ０人）
急　　病　　14件( 11人）

10 月 計  　16件( 11人）
累　　計　 166件(142人）
　※（　）内は搬送人員

　毎年のことですが、冬は要注意の季節です。病死

が疑われる野鳥の死骸を発見した際は、お手を触れ

ず、ご一報ください。

高病原性鳥インフルエンザについて

麻酔下の調査個体への標識装着

研修事業によるシカ内臓検査実習

 飲酒運転情報の提供！
　北海道警察では、悪質な飲酒運転を根絶するため、
「飲酒運転ゼロボックス」によるタイムリーな飲酒
運転の情報提供等や、飲酒運転根絶に向けたアイデ
ィアも受け付けていますのでご利用ください。
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広報しむかっぷは、震災復興型
カーボンオフセット用紙を使用
し、CO2削減事業ならびに東北
経済復興を応援しています。

問　ふらのバス株式会社（担当者：小野）　富良野市住吉町１番１号
☎　 0167‐23‐3131　FAX　0167‐23‐3731　平日９：00～17：00（土日祝を除く）

勤 務 先 資 　 格

占冠村役場（占冠村営バス） 大型二種免許取得者

時 　 間 給 　 与

変形労働勤務制（残業あり） ふらのバス株式会社の規定による

待 　 遇 休 　 日
各種保険制度・有給休暇

制服貸与・住宅手当・通勤手当あり 交 代 制

大型バス運転手業務・付帯業務 募 集

◎マイカー通勤可能な方

◎占冠村に在住の方、または住居可能な方に限る

中　央 占　冠 双珠別 トマム 出　生 死　亡 転　入 転　出
660人 81人 43人 459人 1人 1人 11人 43人

人口 男 女 世帯数
1,243人（-31）598人（-22） 645人（-9） 791（-30）
  《うち外国人の人数　162人》　

■人口・世帯数（10月末住民基本台帳登録数）
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